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1. 平成26年3月期第3四半期の業績（平成25年4月1日～平成25年12月31日） 

 

(2) 財政状態 

  

(1) 経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

26年3月期第3四半期 2,623 △3.0 △116 ― △100 ― 74 ―
25年3月期第3四半期 2,704 ― △137 ― △148 ― △157 ―

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

26年3月期第3四半期 19.39 ―
25年3月期第3四半期 △40.87 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

26年3月期第3四半期 4,448 1,522 34.2 394.13
25年3月期 4,474 1,372 30.7 355.27
（参考）自己資本 26年3月期第3四半期 1,522百万円 25年3月期 1,372百万円

2. 配当の状況 

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無  

年間配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

25年3月期 ― 0.00 ― 0.00 0.00
26年3月期 ― 0.00 ―
26年3月期（予想） 0.00 0.00

3. 平成26年 3月期の業績予想（平成25年 4月 1日～平成26年 3月31日）  
（％表示は、対前期増減率） 

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無  

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 3,700 ― △70 ― △70 ― 100 ― 25.88



(1) 四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無 

(2) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

(3) 発行済株式数（普通株式） 

※ 注記事項

①会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無
②①以外の会計方針の変更 ： 無
③会計上の見積りの変更 ： 無
④修正再表示 ： 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 26年3月期3Q 4,605,760 株 25年3月期 4,605,760 株
② 期末自己株式数 26年3月期3Q 742,200 株 25年3月期 742,061 株
③ 期中平均株式数（四半期累計） 26年3月期3Q 3,863,616 株 25年3月期3Q 3,863,699 株

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
 この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、金融商品取引法に基づく
四半期財務諸表に対するレビュー手続が実施中です。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
 本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、実際
の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。 
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（１）経営成績に関する説明 

 当第３四半期累計期間におけるわが国経済は、政府による諸政策の推進や、円安、株高基調による輸出環境の好

転を背景に、設備投資や個人消費の改善傾向が続き、景気が緩やかに回復しつつある状況で推移いたしました。一

方、海外景気の下振れや消費税増税後の景気減速など、依然として先行き不透明な状況であります。 

 このような環境下、当社は、主要顧客を海外生産が進む家電分野、エレクトロニクス分野から自動車分野、医療

分野、食品容器分野へシフトしてまいりました。また、当社独自技術「RHCM(高速ヒートサイクル成形）技術」を

主軸とする高い技術力を武器に営業を積極展開してまいりました。コスト削減策については、生産性の継続的な改

善に努め、ＱＭＳ（品質）、ＥＭＳ（環境）活動などにより損益分岐点の引き下げを推進してまいりました。 

 このような取り組みにより、当第３四半期累計期間の売上高は26億23百万円（前年同期比3.0％減）となりまし

た。損益面については、営業損失１億16百万円（前年同期は営業損失１億37百万円）、経常損失１億円（前年同期

は経常損失１億48百万円）となりました。最終損益については、関連会社株式の一部を売却したことにより、関係

会社株式売却益を特別利益として１億70百万円計上したことから、四半期純利益は74百万円（前年同期は四半期純

損失１億57百万円）となりました。 

 各セグメントの状況は次のとおりです。 

① 成形品セグメント 

 本セグメントは、家電、自動車、エレクトロニクス、医療・食品・その他分野の部品もしくは完成品を受注生

産・販売するセグメントです。 

 当第３四半期累計期間においては、家電分野は夏場にエアコン部品の受注が増加したことに加え、冷蔵庫部品

を新規受注したことにより売上高は増加いたしました。自動車分野は、前年同期に実施していたタイ向け生産応

援の終了、海外に生産委託している製品の量産終了等による売上の減少要因があったものの、新製品の受注によ

り売上高は増加いたしました。食品容器は堅調に推移し、その他分野については遊戯部品を新規受注したことに

より売上高は増加いたしました。 

 この結果、本セグメントの売上高は24億39百万円（前年同期比13.7％増）、セグメント利益は１億16百万円

（前年同期比38.9％減）となりました。 

② 金型・技術セグメント 

 本セグメントは、金型売上及び当社独自のRHCM技術を供与したライセンス収入や、顧客の要望により海外に生

産委託した売上からのコミッション収入、RHCM成形用の機械装置など技術資源を源としたセグメントです。 

 当第３四半期累計期間においては、金型売上は自動車分野、その他分野向けの新規受注がありましたが、前年

同期に受注しておりました海外生産用自動車分野の金型売上をカバーするには至らず、売上高は大幅に減少いた

しました。技術ロイヤリティ収入は堅調に推移したものの、装置売上は減少いたしました。 

 この結果、本セグメントの売上高は１億83百万円（前年同期比67.2％減）、セグメント利益は25百万円（前年

同期比77.3％減）となりました。 

   

（２）財政状態に関する説明 

① 資産、負債及び純資産の状況 

 当第３四半期会計期間末の資産合計は、44億48百万円となり、前事業年度末に比べ26百万円減少しました。こ

の主な要因は、受取手形及び売掛金の増加２億13百万円があったものの、現金及び預金が２億79百万円減少した

こと等によるものです。 

 負債合計は、29億25百万円となり前事業年度末に比べ１億76百万円減少しました。この主な要因は、短期借入

金が２億円増加したものの、１年内返済予定の長期借入金が３億74百万円減少したこと等によるものです。 

 純資産合計は、15億22百万円となり、前事業年度末に比べ１億50百万円増加しました。この主な要因は、利益

剰余金の増加74百万円、その他有価証券評価差額金の増加75百万円等によるものです。 

  

② キャッシュ・フローの状況 

 当第３四半期累計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、前事業年度末に比べ２億

79百万円減少し、10億99百万円となりました。 

 当第３四半期累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりです。 

１．当四半期決算に関する定性的情報
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（営業活動によるキャッシュ・フロー） 

 税引前四半期純利益77百万円、減価償却費１億29百万円、仕入債務の増加１億37百万円等の増加要因があった

ものの、売上債権の増加２億13百万円、関係会社株式売却益１億70百万円、たな卸資産の増加95百万円等の減少

要因により、当第３四半期累計期間において営業活動の結果支出した資金は１億67百万円（前年同四半期は２億

58百万円の収入）となりました。 

（投資活動によるキャッシュ・フロー） 

 関係会社株式の売却による収入２億60百万円等により、当第３四半期累計期間において投資活動の結果得られ

た資金は２億37百万円（前年同四半期は８百万円の支出）となりました。 

（財務活動によるキャッシュ・フロー） 

 短期借入金の増加２億円、長期借入れによる収入50百万円の増加要因があったものの、長期借入金の返済によ

る支出６億１百万円等により、当第３四半期累計期間において財務活動の結果使用した資金は３億51百万円（前

年同四半期は４億８百万円の支出）となりました。 

   

（３）業績予想などの将来予測情報に関する説明 

 2014年３月期の通期の業績予想につきましては、2013年11月11日に公表しました業績予想から変更しておりませ

ん。 

   

（１）四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 

 該当事項はありません。 

   

   

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

 該当事項はありません。 

   

   

 当社は、前事業年度において営業損失を計上しておりました。  

 当第３四半期累計期間においても、業績の本格回復には至っていないため、前事業年度に引き続き、継続企業の前

提に関する重要な疑義を生じさせるような状況が存在しております。 

 なお、 継続企業の前提に関する事項及びその改善策につきましては、後記「４．四半期財務諸表 （４）四半期

財務諸表に関する注記事項 （継続企業の前提に関する注記）」をご覧ください。 

   

   

２．サマリー情報（注記事項）に関する事項

３．継続企業の前提に関する重要事象等
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４．四半期財務諸表 
（１）四半期貸借対照表 

（単位：千円）

前事業年度 
(2013年３月31日) 

当第３四半期会計期間 
(2013年12月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 1,379,461 1,099,660 

受取手形及び売掛金 759,811 973,324 

商品及び製品 96,123 121,161 

仕掛品 27,538 55,681 

原材料及び貯蔵品 52,819 94,964 

その他 33,733 143,160 

貸倒引当金 △32,434 △40,650 

流動資産合計 2,317,053 2,447,302 

固定資産   

有形固定資産   

建物（純額） 927,928 881,947 

機械及び装置（純額） 237,158 184,873 

土地 249,509 249,509 

その他（純額） 64,910 75,098 

有形固定資産合計 1,479,506 1,391,428 

無形固定資産 3,176 5,691 

投資その他の資産   

投資有価証券 9,941 175,102 

関係会社株式 140,196 － 

破産更生債権等 4,339 4,324 

投資不動産（純額） 238,045 237,633 

保険積立金 254,870 161,070 

その他 31,776 29,938 

貸倒引当金 △4,339 △4,324 

投資その他の資産合計 674,831 603,745 

固定資産合計 2,157,514 2,000,866 

資産合計 4,474,568 4,448,168 
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（単位：千円）

前事業年度 
(2013年３月31日) 

当第３四半期会計期間 
(2013年12月31日) 

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 575,340 712,530 

短期借入金 995,000 1,195,000 

1年内返済予定の長期借入金 819,993 445,524 

未払法人税等 5,714 4,044 

その他 103,013 122,909 

流動負債合計 2,499,061 2,480,008 

固定負債   

長期借入金 447,975 270,833 

退職給付引当金 94,053 69,365 

役員退職慰労引当金 46,601 51,015 

その他 14,227 54,203 

固定負債合計 602,857 445,417 

負債合計 3,101,919 2,925,426 

純資産の部   

株主資本   

資本金 595,916 595,916 

資本剰余金 744,503 744,503 

利益剰余金 329,618 404,524 

自己株式 △297,932 △297,950 

株主資本合計 1,372,105 1,446,992 

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 543 75,749 

評価・換算差額等合計 543 75,749 

純資産合計 1,372,649 1,522,741 

負債純資産合計 4,474,568 4,448,168 
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（２）四半期損益計算書 
（第３四半期累計期間） 

（単位：千円）

前第３四半期累計期間 
(自 2012年４月１日 
 至 2012年12月31日) 

当第３四半期累計期間 
(自 2013年４月１日 
 至 2013年12月31日) 

売上高 2,704,907 2,623,021 

売上原価 2,402,734 2,480,984 

売上総利益 302,173 142,037 

販売費及び一般管理費 439,712 258,998 

営業損失（△） △137,539 △116,961 

営業外収益   

受取利息 358 258 

受取配当金 15,985 29,719 

受取賃貸料 11,993 12,166 

その他 8,390 12,797 

営業外収益合計 36,728 54,940 

営業外費用   

支払利息 43,332 31,594 

その他 4,153 6,915 

営業外費用合計 47,485 38,509 

経常損失（△） △148,297 △100,530 

特別利益   

固定資産売却益 916 2,924 

投資有価証券売却益 － 6,797 

関係会社株式売却益 － 170,177 

特別利益合計 916 179,900 

特別損失   

固定資産除却損 41 243 

投資有価証券評価損 7,780 － 

契約解除損失 － 1,500 

特別損失合計 7,821 1,743 

税引前四半期純利益又は税引前四半期純損失（△） △155,202 77,626 

法人税、住民税及び事業税 2,720 2,720 

法人税等合計 2,720 2,720 

四半期純利益又は四半期純損失（△） △157,922 74,905 
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（３）四半期キャッシュ・フロー計算書 

（単位：千円）

前第３四半期累計期間 
(自 2012年４月１日 
 至 2012年12月31日) 

当第３四半期累計期間 
(自 2013年４月１日 
 至 2013年12月31日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税引前四半期純利益又は税引前四半期純損失
（△） △155,202 77,626 

減価償却費 149,886 129,598 

貸倒引当金の増減額（△は減少） 173,033 8,200 

退職給付引当金の増減額（△は減少） △5,910 △24,687 

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） △124 4,413 

受取利息及び受取配当金 △16,343 △29,977 

支払利息 43,332 31,594 

固定資産除売却損益（△は益） △874 △2,681 

投資有価証券売却損益（△は益） － △6,797 

関係会社株式売却損益（△は益） － △170,177 

投資有価証券評価損益（△は益） 7,780 － 

売上債権の増減額（△は増加） 136,413 △213,513 

たな卸資産の増減額（△は増加） △11,650 △95,324 

破産更生債権等の増減額（△は増加） △144,634 15 

仕入債務の増減額（△は減少） 134,311 137,190 

その他 △21,255 △9,303 

小計 288,760 △163,824 

利息及び配当金の受取額 16,327 29,987 

利息の支払額 △43,213 △30,230 

法人税等の支払額 △3,627 △3,068 

営業活動によるキャッシュ・フロー 258,246 △167,136 

投資活動によるキャッシュ・フロー   

有形固定資産の取得による支出 △10,965 △37,698 

有形固定資産の売却による収入 1,861 6,750 

投資有価証券の取得による支出 △1,835 △1,879 

投資有価証券の売却による収入 － 9,719 

関係会社株式の売却による収入 － 260,551 

その他 2,865 △418 

投資活動によるキャッシュ・フロー △8,073 237,025 

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の純増減額（△は減少） 20,000 200,000 

長期借入れによる収入 150,000 50,000 

長期借入金の返済による支出 △578,698 △601,611 

自己株式の取得による支出 － △18 

その他 △4 － 

財務活動によるキャッシュ・フロー △408,702 △351,629 

現金及び現金同等物に係る換算差額 2,655 1,939 

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △155,873 △279,800 

現金及び現金同等物の期首残高 1,655,534 1,379,461 

現金及び現金同等物の四半期末残高 1,499,661 1,099,660 
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 該当事項はありません。 

   

【セグメント情報】 

 Ⅰ 前第３四半期累計期間（自2012年４月１日 至2012年12月31日） 
報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

（注）セグメント利益は、四半期損益計算書の売上総利益と一致しています。 
  

 Ⅱ 当第３四半期累計期間（自2013年４月１日 至2013年12月31日） 
報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

（注）セグメント利益は、四半期損益計算書の売上総利益と一致しています。 

（４）四半期財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

当第３四半期累計期間 
（自 2013年４月１日 

至 2013年12月31日） 

 当社は、前事業年度及び当第３四半期累計期間において営業損失を計上しております。 

 このため、前事業年度に引き続き、継続企業の前提に関する重要な疑義を生じさせるような状況が存在しておりま

す。 

 当社は、当該状況を解消するため、以下の対応策を講じ、実施しております。 

(1) 2011年５月に策定した中期３ヵ年経営計画（第70期～第72期）によって変革と成長の推進を図っております。 

(2) コスト削減の徹底 

製造原価における固定費削減は、2011年1月に実施した生産拠点の統廃合以降、一定の効果が現れております。 

変動費については、生産性の継続的な改善に努め、QMS(品質)、EMS(環境)活動などにより損益分岐点の引き下 

げをより一層進めてまいります。 

(3) 販売戦略の再構築 

 主要顧客を、海外生産に移行した家電、エレクトロニクス業界から、国内に生産拠点を置く自動車、医療・食

品・その他分野へシフトしております。同分野に関しては、中期的に安定した売上が見込まれるため、同分野を

中心に当社の独自技術と開発力を活かし、新規顧客の開拓、新製品の受注に努めております。  

(4) 資金繰りについて 

  当面の厳しい事業環境を乗り越えるべく、メインバンクを中心に既存取引銀行と緊密な関係を維持しており、

継続的な支援を前提とした資金計画を構築し、必要資金の確保について綿密に連携中です。 

   

 以上のとおり、上記の対応策を進めている途上ですが、これらの施策は、受注動向や経済環境に左右されることか

ら、現時点では継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められます。 

 なお、当社の四半期財務諸表は継続企業を前提として作成しており、継続企業の前提に関する重要な不確実性の影

響を四半期財務諸表に反映しておりません。 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

（セグメント情報等）

  （単位：千円）

  成形品 金型・技術 調整額 
四半期損益計算書
上計上額（注） 

売上高         

外部顧客への売上高  2,144,420  560,487  －  2,704,907

セグメント間の内部売上高

又は振替高 
 －  －  －  －

計  2,144,420  560,487  －  2,704,907

セグメント利益  190,954  111,218  －  302,173

  （単位：千円）

  成形品 金型・技術 調整額 
四半期損益計算書
上計上額（注） 

売上高         

外部顧客への売上高  2,439,145  183,875  －  2,623,021

セグメント間の内部売上高

又は振替高 
 －  －  －  －

計  2,439,145  183,875  －  2,623,021

セグメント利益  116,761  25,275  －  142,037
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